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今号は先頃開催された2021年度NSK総会において承認された新任理事を紹介する特別号と
してお届けします。それぞれのひととなりを知っていただき、ぜひ、研修などでお見かけした
ときには気軽に声をかけてあげてください。
また、長年、理事を務めていただいた田中慎治さんからも退任に際して寄稿いただきました。
あわせてご覧下さい。

2021（令和３）年度新任理事紹介
事務局次長　鈴木　康仁

四国ブロック理事としてお世話になります香川県の川村　圭と申します。私はＨ18年度よ
り相談支援専門員として、H25年度からは香川県地域生活定着支援センターを兼務して地域で
の相談支援業務にあたって参りました。そして、現在はH30年度より設置された「高松市障が
い者基幹相談支援センター中核拠点」に出向しております。
プライベートでは広島カープとボクシングが好きで、時に大豆田さんや煉獄さんのように「ハ
マる」ドラマや映画に出会います。また、2年半ほど前から飼い始めた「まめ」と名付けた無
敵にかわいい愛犬にメロメロな日々です。
相談支援に従事してそろそろ15年。やってきたことを見直しながら、特に四国の皆様とそ
してＮＳＫの皆様と話しながら、務めていきたいと思っています。どうぞよろしくお願い致し
ます。

四国ブロック理事

高松市障がい者基幹相談支援センター中核拠点
副センター長

川村　圭
かわ　むら けい
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この度、理事に就任いたしました埼玉県相談支援専門員協会に所属しております日野原雄二
と申します。理事就任にあたりご挨拶申し上げます。
現職は2年前から配属となった生活困窮者自立相談支援センターで、生活困窮状態にある方
の相談支援業務に従事しております。社会人としてのスタートは身体障害者療護施設のケア
ワーカーとして入職し、平成13年から市町村障害者生活支援事業の相談員（コーディネーター）
として勤務したことがソーシャルワーカーとしてのスタートです。
地域で相談支援業務に携わりながら、県内の諸先輩方にご指導いただき、法定研修のお手伝
いをさせていただくようになりました。平成18年から埼玉県相談支援専門員協会の設立準備
へ関わり、約15年協会の中心部で活動させていただきました。同年代の仲間と一緒に楽しみ
ながら様々な経験を積ませていただいたことは大きな財産です。
日本相談支援専門員協会では、相談支援専門員が力量を高めるキャリアパスのしくみや支え
合える環境づくりなどを皆さまと一緒に考えていけたらと思っております。宜しくお願い致し
ます。

鶴ヶ島市社会福祉協議会
生活困窮者自立相談支援センター

日野原　雄二
ひ       の       はら ゆう     じ

関東ブロック理事

この度、理事を拝命いたしました長谷川さとみと申します。普段は、青森市で指定特定・一
般・障害児相談支援事業所の管理者兼主任相談支援専門員として勤務しております。青森県相
談支援専門員等協会の会長も仰せつかっております。NSKでは、政策委員として活動をして
おりました（これからも、です）。青森県は、三方、海に囲まれており、私は日本海側にある
鰺ヶ沢町というところで生まれ育ちました。最近では、ぶさかわ犬わさおで有名？になったと
ころですが、世界遺産白神山地、スキー場、海と自然に囲まれたところです。私自身はまった
くもって、アウトドア派ではなく、自然の恵みを謳歌しておりません。同じ県内でも、青森市
は都会だなと思いつつも、人口減少の中での地域づくりが問われている状況です。地方だから
こそ、発信できることがあるはずだと思っております。みなさまのご意見を吸い上げ、提案し
ていけるよう努めてまいります。何卒よろしくお願いいたします。

社会福祉法人　藤聖母園　相談支援事業所　藤　
管理者兼主任相談支援専門員

長谷川　さとみ
は       せ　  がわ

東北ブロック理事
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このたび理事を拝命しました村上美恵子と申します。私は平成12年に療育等支援事業のコー
ディネーターとして地域での相談支援を始めて、気がついたら20年経っていました。
コーディネーター時代、県内の仲間と時々話をすることがとても有意義な時間だったので、
9年前皆で福井県相談支援専門員協会を立ち上げ、「相談支援専門員をひとりにしない」を合
言葉に、仲間を増やしてきました。そんな仲間も含め多種多様な人達と出会え、その人達といっ
しょにひとりの人の事を考えたり、ひとつの目標に向かってがんばり、喜びや悔しさを共有で
きることが、この仕事の魅力だと思います。
現在は、基幹相談支援センターとして協議会を運営したり、地域の相談支援専門員の相談に
乗ったり、研修の企画をしたりしています。どの業務でも自分自身が楽しんで、周りの人達を
笑顔にできるといいなと思いますが、年のせい（？）かついイラッとすることも多く、アンガー
コントロールが現在の最大の課題です。
こんな私ですが、福井県での経験を活かして、皆さまのお役に立てるよう尽力致しますので、
よろしくお願い致します。

東海・北陸ブロック理事

ＮPＯ法人　福祉ネットこうえん会　理事
相談支援センター　若狭ねっと　管理者

村上　美恵子
むら    かみ み        え        こ
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appreciate!退任理事あいさつ

６年間という期間でしたが、菊本代表はじめ、吉田事務局長そして理事の皆さんに支えられ
て何とか務めさせていただきました。
菊本代表体制がスタートした時点での就任でしたが、計画相談を１００％にすることや児童
のセルフプランを減らしていくことが最初の課題だったように思います。
また、総会の時に中川理事が言われていましたが、相談支援を取り巻く環境が劇的に変わっ
たように思います。二度の報酬改定により加算の増加、また主任相談支援専門員の創設など目
まぐるしく状況が変わってきたように思います。
主任相談支援専門員の創設にあたっては康仁理事のホーム蒲郡市に集結して協議をしたこと
を思い出します。また、協議会の取り組みの調査で別府市に行かせていただいたことは後の香
川県の視察にもつながりましたし、協議会の取り組みや基幹センターの活動に関しては吉田事
務局長の事業所や冨岡理事の事業所などにも香川県チームで伺いました。また、災害時の避難
要支援者の研究事業の場で立木先生をはじめ、実際に災害対応をされた現場の行政マンや相談
支援の方々の貴重なお話を伺うことができたことは現在の香川県での取り組みにもつながって
いるように思います。
多くの理事の方々に香川に来ていただき研修もさせていただきました。ここには書ききれな
いほどの多くのつながりという大きな財産を得られたことに改めてお礼申し上げます。
また、最後になりましたが、これまで支えていただいた四国ブロックのみなさまにも改めて
お礼申し上げます。

香川県・善通寺希望の家

田中　慎治
た　 なか しん　じ

６年間の軌跡

事務局だより事務局だより
理事会にフレッシュな面々が加わり、より充実した執行部体制となりました。期待できます
ね！会員のみなさまには、新理事それぞれが「アンガーマネジメント」しなくても良いように、
やさしく長い目で見守っていただけたらと思います。
さて、次号より識者に依頼してさらに誌面の充実をはかっていく予定です。請うご期待！

（S.Y.）
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